
平成 27年度 浜松協働学舎親の会学習会（講演会）  

障害者福祉と高齢者福祉が交わるところ～地域包括ケアシステムと障害者福祉 

講師  土屋幸巳 氏 (公益財団法人さわやか福祉財団 戦略コーディネーター) 

主催 浜松協働学舎親の会 浜松協働学舎 

後援   一般社団法人静岡県社会福祉士会／浜松市浜松手をつなぐ育成会 

日時 平成 28年 2月 3日（水） 13：30～15：30 

場所 あいホール（男女共同参画・文化芸術活動推進センター）ホール（浜松市中区幸 3‐3‐1） 

定員 200名 

対象：浜松協働学舎親の会会員・浜松協働学舎職員・この講演会に関心のある方であればどなたでも 

参加費 一般 1,000円 （浜松協働学舎親の会会員・浜松協働学舎職員は無料） 

 

参加を希望される方は、裏面にご記入の上ファックスにてお申し込みください。 

申し込み先 浜松協働学舎親の会事務局（担当：美和勇一郎） 

〒433-8108 浜松市北区根洗町 681-5（浜松協働学舎根洗寮内）  

電話 053-430-0596 FAX 053-430-0597 メール ｓoudan-kyodo@hikarinosono.or.jp 

わが国では 90 パーセント以上の障害者が介護を家族にゆだ

ねている状態です。浜松協働学舎のご利用者も 40～50 代の方

が増えてきました。その親は 70～80 代、親自身も介護の不安

を抱えています。 

今後年老いた親が年老いた障害者を介護するという「老障介

護」のご家庭が増えていくと思います。さらに親の高齢化がす

すめば、親は、子どもはどうなるのか不安が募ります。 

老障介護世帯が地域で暮らし続けるためには、地域において

障害者福祉と高齢者福祉が共通の意識を持ってそれぞれのご

家族のニーズに応えていく仕組み作りが求められています。 

我が国は、前人未到の超（超）高齢社会を迎えています。あ

と 10年後には 3人に 1人が高齢者になります。 

10 年先を見越して「地域包括ケアシステム」の実現に向け

国は動き始めています。老障介護世帯という、いわば障害者福

祉と高齢者福祉が交わる場に焦点をあてて考えみたいと思い

ます。 
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